
①，②，③の左辺を濃度差に変形し　　　　　　　　　としてそれらを足して総括の速度式，すなわち，バルクの濃度で表
現される式が得られる　　　　　　　
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問題37　不均一反応の総括モデル
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まず，それぞれの律速段階(過程)の速度式を明記する。

逆反応を考慮した式
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固体表面での可逆反応の速度式
€ 

k'=

バルク

€ 

C
A ,0

€ 

C
B ,0

境膜A

境膜B

濃度
€ 

C
B ,S

=

境膜A内物質移動律速 （　　　　　　　　　　　　）律速 （　　　　　　　　　　　　）律速

€ 

N
A

= N
r

= N
B

= N

€ 

k =

€ 

 
C
B ,S

C
A ,S

=K は成立(  している
　　　　していない  )

€ 

C
A ,S

=

€ 

k =

€ 

 
C
B ,S

C
A ,S

=K

€ 

C
A ,S

=

€ 

C
B ,S

=

€ 

k =

€ 

 
C
B ,S

C
A ,S

=K

表面 表面からの距離

バルク

€ 

C
A ,0

€ 

C
B ,0

境膜A

境膜B

濃度

表面 表面からの距離

バルク

€ 

C
A ,0

€ 

C
B ,0

境膜A

境膜B

濃度

€ 

k
d A

€ 

k
d B

€ 

k
r
,  k

r
'

①

②

③

律速段階（過程）の考察

は成立(  している
　　　　していない  )

は成立(  している
　　　　していない  )

気体Aの境膜内拡散律速とかでもいい


